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TEL 0258－86－6623  
FAX 0258－86－6624
E-mail nagaoka@niigata-aic.co.jp
URL http://www.niigata-aic.com/
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紹 介 方 法
　当院は完全紹介制・完全予約制です。紹介病院様か
らのご紹介がない場合の診療は実施しておりません。

※当日は麻酔をかけますので動物への絶食絶水指示をお願いし
ます。

※お会計は当日払いですのでご注意ください。各種クレジット
カードに対応しております。

紹介病院様から電話予約
TEL.0258-86-6623

紹介病院様へ予約内容確認の電話を
当院からさせてもらいます

紹介状・検査データを当院へ
紹介病院様から FAX

またはHPの紹介状フォームから送信

FAX.0258-86-6624
※紹介状はHPにてダウンロードできます。

診 療 情 報

診療時間 9:00～18:00（予約制） 

休 診 日 日曜日、第2・4木曜日、
 年末年始、臨時休診あり

獣 医 師 坂大智洋 Tomohiro Bandai
 第1種放射線取扱主任者
 日本獣医画像診断学会検定医
 日本獣医神経病学会基礎講習修了

会 社 名 ㈱新潟動物画像診断センター
 Niigata Animal Imaging Center
 新潟動物夜間救急センター併設
  
代表取締役 坂大智洋
 
所 在 地 〒940-2121新潟県長岡市喜多町427-4
 TEL.0258-86-6623
 FAX.0258-86-6624
 URL  http://www.niigata-aic.com/
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長岡ICより車で3分。長岡ICから国道8号線（長岡バイパ
ス）を長岡駅方面に直進。福山交差点を通過し喜多ICの
側道に入り「喜多町交差点」を右折。長生橋方面に向かい、
「なんじゃ村」のある交差点を左折後すぐ。 

【電車・バス】  上越新幹線・在来線（上越線・信越線）長岡駅下車。
JR長岡駅・大手口バスのりば6番線。バス約20分乗車
「喜多町」バス停下車、徒歩5分。 
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望まれる医療を
地域の動物達のために
飼い主様のために
動物病院様のために

望まれる医療を
地域の動物達のために
飼い主様のために
動物病院様のために

※紹介病院様には、画像診断書と検査データ（DICOM画像）を
お渡しします。

当院は画像診断専門の2次診療施設のため、一般の診療
（予防など）は対応しておりません。

新潟動物画像診断センター

※予約確認書をFAXさせていただきます



望まれる医療を　地域の動物達のために　飼い主様のために　動物病院様のために望まれる医療を　地域の動物達のために　飼い主様のために　動物病院様のために

　MRIとはMagnetic Resonance Imaging(核磁気共鳴画像
法)の略であり、磁場を利用し軟部組織の観察に優れた検査です。
脳・脊髄を中心とした神経疾患の画像診断を実施します。全身麻酔
下にて約60分程度の検査となります。依頼に応じて関節・腹部の
検査も実施いたします。 

　脳脊髄周囲の液体を採取・検査することで病気の特定につなが
る有用な検査です。 MRI検査後に必要に応じて採取します。 

　X線検査・CT検査・MRI検査の遠隔診断を実施いたします。
DICOM画像の場合にはインターネット環境を利用したデータ
の送受信にも対応しております。導入をご検討の動物病院様
はお問い合わせください。

　慢性的な嘔吐や下痢の原因精査のために上部および下部の
消化管内視鏡検査が実施可能です。また食道異物・胃内異物
の摘出も対応可能です。

　腫瘍（がん）に対し、局所療法として放射線治療を実施し縮小
させます。手術困難な部位に対し、全身麻酔下にて複数回にわ
たり放射線照射を行います。

　ＣＴとはComputed Tomography（コンピュータ断層撮影）の
略であり、Ｘ線を利用して断層像を得る検査です。全身の精査に
は、全身麻酔下にて実施し、所要時間は20分程度です。造影検査
については、腹部領域の標的臓器（肝臓・膵臓・腎臓）によって多時
相撮影を実施し、より診断精度を高めています。

　画像で腫瘍が疑われる場合に、病変部をバイオプシーすることで
原因特定可能です。採材部位により、針生検・Tru-cut・骨生検・エ
コーガイド下生検などが実施可能です。出血のリスクを避けるため、
事前に血液凝固系の検査を実施することで安全性を確認します。

MRI検査

椎間板ヘルニア（手術）

MRI検査 CT検査

バイオプシー検査

　検査後に、動物病院様のご依頼により、当院にて内科治療をさせ
て頂きます。難治性てんかんのコントロール、脳炎治療、リンパ腫な
どの化学療法、IBDの内科治療などを対応します。疾患コントロー
ルできたら、紹介動物病院様に戻っていただきます。

　各種の腫瘍疾患、呼吸器疾患、整形外科疾患（骨盤骨折など）、
血管形成異常（PSS、PDAなど）

適応疾患

脳脊髄液検査

　てんかん、脳炎、脳腫瘍、水頭症、脳梗塞、椎間板ヘルニア、脊髄
梗塞、脊髄炎、脊髄腫瘍、脊髄空洞症など。
※体内に金属物があると検査が実施できない場合がありますのでご注意く
　ださい。

適応疾患 

　椎間板ヘルニアは神経に重篤な障害を与えてしまう、緊急疾患
です。当院では椎間板ヘルニアの症例はMRI検査後速やかに、手
術を実施することで疾患の治癒率向上を目指します。 
※病院の体制により、実施できない場合がありますのでご了承ください。 

CT検査

治　療

内視鏡検査

遠隔診断

放射線治療

0.4T 永久磁石型 80 列ヘリカル CT

当院は犬猫を対象としたMRI・CTを配備した画像診断センターとなっております。
画像診断専門獣医師が撮影・読影を担当させてもらいます。
完全紹介制・完全予約制にて一般の動物病院と連携をとることで、地方の動物医療の向上を目標にしております。


